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△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 25,000 13,200 1,350 3,800 ○ 8,400
3 14 10,000 10,000 590 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 10,000

16-18 12,000 11,500 1,001 10,300 ○ 柱目４寸取り 11,600
す 20- 15,000 12,900 1,703 11,000 ○ 中目 12,000

4 8-11 250 250 - 250 ○ 本＠ 250
12-13 7,000 6,400 371 6,000 ○ 母屋取り 8,500

14 10,000 9,100 710 8,500 ○ 桁目3.5寸 10,900
16-18 10,000 9,500 1,102 9,300 ○ 桁目　4寸 11,400
20-22 12,000 11,100 1,954 10,000 ○ 中目 12,300

ぎ 24-28 18,000 12,800 3,456 7,100 ○ 中目 15,000
30-34 19,800 14,500 5,945 9,000 ○ 二番玉節少 16,500
36- 30,800 - - - ○ 根玉選木 17,700

6 16-18 15,500 15,500 2,254 15,500 ○ 通し柱 15,500
20-22 14,500 14,500 3,498 14,500 ○ 通し柱 14,400

2 20- 22,000 8,500 1,486 3,800 ○ 15,300
3 14 14,100 13,500 797 12,100 ○ 柱目3～3.5寸 11,300

ひ 16 17,700 16,400 1,427 14,100 ○ 柱目3.5～4寸 14,300
18-22 16,000 15,200 2,006 14,000 ○ 柱目４寸取り 14,200

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 300 299 - 230 ○ 本＠ 282
12-13 11,000 9,700 563 9,500 ○ 3寸取り 10,700

14 15,000 13,900 1,084 13,300 ○ 土台目3.5寸 12,500
の 16-18 17,800 15,500 1,798 14,000 ○ 土台目3.5～４寸 15,200

20-22 25,000 15,400 2,710 14,000 ○ 中目縁甲取り 15,700
24-28 35,000 16,800 4,536 11,000 ○ 中目 15,200
30-34 35,000 23,400 9,594 13,000 ○ 二番玉節少 22,000
30- 62,800 31,400 - - ○ 根玉選木 37,900

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 30,000 27,700 5,374 19,000 ○ 通し柱　４寸 30,200
20-22 31,300 22,900 6,641 19,000 ○ 通し柱　 25,800

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

2月3日2月3日2月3日2月3日 土場在庫土場在庫土場在庫土場在庫 2台2台2台2台

《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 839 839 100.0%
ヒノキ 1,368 1,368 100.0%
その他 34 34 100.0%

計 2,241 2,241 100.0%
《つち情報》《つち情報》《つち情報》《つち情報》

　『つち』『つち』『つち』『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

次回の『つち』　2月18日（木）～2月24日（水）次回の『つち』　2月18日（木）～2月24日（水）次回の『つち』　2月18日（木）～2月24日（水）次回の『つち』　2月18日（木）～2月24日（水）

平成28年2月4日

落　　　札　　　価　　　格

《入荷量が激減！》《入荷量が激減！》《入荷量が激減！》《入荷量が激減！》
例年土場在庫が最も多くなるこの時期であるが、
今年は入荷量が激減しており、昨日の土場在庫
は2台しかない。異常な状況が続いている。
山間部の積雪による影響も多少はあると思うが、
木材市況が長く低迷していること、補助金制度の
変更による間伐作業の減少等々、様々な要因が
絡まってこのような状況になっているのだろう。
木材生産から木材利用についてまで、国・県等か
らの支援が無ければ立ち行かなくなってしまって
いる業界の脆弱さが露呈している。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/


